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図管の粘流助走距離の理論的考察（３）
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前轍１）では Ｓｍｎ．ＬＥＲの理論的考察によると 凝縮助
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僻件を入れる・ことによっ．て
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問題の操質上，軸謝構と考えてよいから，ｚｍおよびβ

に関する微分係数はすべて零となる。また定常状態を考

えるのであるからβ／御＝０， よって上の４式は次の如く

簡単となる：
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なる闘係が生ずることをのべた。 そしてこの差異のｆｌｒｒ

る原因については不明である旨を記して縫った。

　

そののち，筆者の計算を再嫁討したところ．業襲方程

式むご不充分な職を見出したので，本論波では改善された

解の結果とそれに窮する考察を報告する。

２． 改善された解

園管座標をｒｏｚとし，ｒｏだの増す方向の速度を

〃γ”ｅｚ′ｚ とすると， ＮＡＶＩＥＲ－ＳｒｏＫＦｓの運動方程式は次

の如くなる２１：
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ｚか を知ることは差富ってご灘要ではない。 ｚ′２を知るた

めに〔のに境界傑件を入れる。 管壁即ちｒ＝ｒｏにおし・ては

物＝０，ａｚ‘ｚ／汐ｇ＝０，６２“２／６２２コ０， 更に 〃？・＝０

とおくことにより
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となる。前報〔１５）と比較すると（ｌｏ）において右選の第三項

－言特約刈
湖付加されたこ が劉る。また回にお

し・て右逮の第二項は

　

し

　

の小なる場合には無徹してもよ

し・。 これは前報（７）においてＳｃｍＬＬＲＲも行った省略で涛〕
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となる。Ｃは積分常数でＡＦＯにおいて‘＝２ という初

期藤件から定まる。‘＝１において ぼコた であるから，

計算の結果
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前鉾授にえた値より余程ＳｍＩＬＬＲＲ の値に近付いた。 し

かし未だ不充分である。 この不ー致が如何なる原因で生

じたかを考えてみたし・。

ＳｍＩＬＬＥＲの計算と比較すると，（１１）において右湯の第

二頃の省略は，雨者間に差異をみとめられない。また（１５）

は Ｓｃｍロ．ＥＲ の計算では現われてこないが前報（６）を求め

るとき，圃管の断面上いたる所Ｐ＝一定を慣定ｔている

から，結局同じことになる。残る所は（ｉｏ）， 更にさかの

ぼって（８）以，タトに問題になりうるものはなし・。

単に数拳的な問題として考えるなら，（８）を求めるとき

の４係件のうち，琵ｒ＝０をｚかキ０と改め，しかもｚかく０

と恢定することによって，この不一致を救うことができ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　

　　
る筈である。何故なら（１０）におし・て右選に －－一・」－－
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けっ′

なる項が加わったために，たは前報より小となった。も

しめヰ０とするなら，右選に更にｚｂ・帯 岬付加され

る。 そのため補正項の縄掛値は更に大となり，１の

　

は（２２）

より更に小となることが鞭慰される。 しかし非線型偏微

分方程式の性質からいって， ｚか の函数形は簡単に決定

することはできない。

　

以上は純数畢的な考察であるが，物理的には従来の質

隊結果から壁面においては常にｚか＝０

　

と見倣されてい

る。即ち ＳｃＢＩＬＬＢＫ の計算と一致した結果をうるために

は物理的に無理な恢定を必要とする。

　

このヂレンマを救うためには， ＳｃＢＩＬＬＥＲ の儀定であ

る（１２１式を改める以タトに方法はなし・ようである。 すなわ

ち，速度分布はこのように簡単な二次式で表わさるべき

でなく，′更に複雑な三次，四次などの項を含んだ－ものと

すべきであろう。 そして，正しい速度分布を慨定するな

らば，あ の値は ＮＩＫＵＲＡＩ）ｓＲの責鹸結果と一致するもの
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前報に若行キの誤植がありましたので訂正します。

１） ｐ．１１右側上から２０行目

　　　　　　　　　　

‘〆

　

′

　

剛２吻２需 ← －＝．子＋，．．）は

　　　　　　

ｄ

　　　　　　　　

１４

　

衛２浮きｏ２（ ← 謬－・－デート…）と訂正。

２） 文中のγは凡てｒと訂正。

３） 運動粘性係数りはしと訂正。
４） ｐ．１２ 右側下から３行目（２１）の”は〃と訂正。
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